
営
が
続
く
こ
と
、
ま
た
、
地
方
分
権

の
一
層
の
進
展
に
よ
り
基
礎
的
自
治

体
と
し
て
自
立
し
た
行
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
、
よ
り
強
力
に
行

政
改
革
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
を
実
施
し
、　
件
の
ご
意
見

446

を
い
た
だ
き
、
野
田
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会
で
は
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

を
踏
ま
え
、
１
月
　
日
、
答
申
が
な

15

さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
取
組
方
針
と
し
て
、　27

年
度
当
初
の
職
員
数
を
、
合
併
前
の

　
年
度
当
初
の
旧
野
田
市
職
員
数
で

13あ
る
千
　
人
を
１
人
下
回
る
千
　
人

31

30

と
す
る
職
員
削
減
計
画
の
推
進
や
、
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市
で
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、

「
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
平
成
　
年
に
究
極
の
行
政

15

改
革
と
い
わ
れ
る
合
併
を
実
現
し
、

　
年
に
見
直
し
た
行
政
改
革
大
綱
に

16よ
り
、市
税
な
ど
の
徴
収
体
制
の
強
化

や
、　
人
の
職
員
数
の
削
減
な
ど
に
取

193
り
組
み
、４
年
間
で
　
億
２
千
　
万
円

45

800

の
経
費
の
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、公
民
館
、図
書
館
、博
物
館
の

開
館
日
の
拡
大
や
、職
員
の
シ
フ
ト
勤

務
に
よ
る
市
民
課
窓
口
の
日
曜
日
開

設
な
ど
、経
費
を
抑
制
し
た
中
で
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
行
の
行
政
改
革
大
綱

は
、見
直
し
か
ら
４
年
が
経
過
し
、国

庫
補
助
金
な
ど
の
大
幅
削
減
な
ど
で
、

市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
よ
り
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
進
め
る
た
め

に
、
昨
年
８
月
、
野
田
市
行
政
改
革

推
進
委
員
会（
岩
井
勝
治
会
長
）に
、

大
綱
の
見
直
し
を
諮
問
し
ま
し
た
。

よ
り
強
力
な
行
政
改
革
を

　
８
回
に
わ
た
る
審
議
の
結
果
、
同

委
員
会
か
ら
は
、「
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
少
時
代
の
到
来
、
高
齢
化
に
よ

国
の
基
準
よ
り
高
い
率
で
支
給
さ
れ

て
い
る
地
域
手
当
の
支
給
率
を
、
現

行
の
7
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
　
年
度
ま

22

で
に
3
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
引
き
下
げ
、

ま
た
、
勤
務
評
定
制
度
も
　
年
度
ま

24

で
に
本
格
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、民
間
活
力
の
有
効
活
用
の

推
進
や
、新
た
に「
市
民
と
の
協
働
」の

項
目
を
設
け
、こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
、
自
治
会
を
中
心
と
す
る
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
社

会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と

の
協
働
の
取
り
組
み
が
は
じ
め
て
、

行
政
改
革
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
答
申
を
踏
ま
え
、
今
年
度

中
に
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
実
施
計
画
と
な
る

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、　21

年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
行
政
改
革

を
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

る
行
政
需
要
の
増
大
、
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
や
地

方
交
付
税
の
大
幅
削
減
な
ど
の
構
造

改
革
の
継
続
で
、
厳
し
い
行
財
政
運

野
田
市
行
政
改
革
大
綱
を
見
直

野
田
市
行
政
改
革
大
綱
を
見
直
しし

 今今
後後
もも
民
間
活
力
導

民
間
活
力
導
入入
やや
職
員
削
減

職
員
削
減
をを
進
め
進
め

　
　
　
 　
　
　
 市
民
市
民
サ
ー
ビ

サ
ー
ビ
スス
をを
よ
り
よ
り
充
実
充
実
へへ
　
　
　
   

       ～
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
答
申

～
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
答
申
～～

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、合
併
後
に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
の
指
針
に
基

づ
き
、市
税
な
ど
の
徴
収
体
制
の
強
化
や
、職
員
削
減
な
ど
の
行
政
改
革
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

行
政
改
革
推
進
委
員
会（
岩
井
勝
治
会
長
）に
、大
綱
の
見
直
し
を
諮
問
し

ま
し
た
。８
回
に
わ
た
る
審
議
と
、寄
せ
ら
れ
た
意
見
も
踏
ま
え
、１
月
　15

日
に
答
申
を
受
け
ま
し
た
の
で
、本
号
で
は
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　郷土の自然を愛し、平和で安全な環境を守ります
２　たがいに助け合い、すべての市民の幸福を願います
３　からだをきたえ、仕事に励み、楽しい家庭をつくります
４　きまりを守り、信頼と愛情を深め、心豊かな社会を築

きます
５　教養と文化を高め、自由と希望に満ちた郷土をめざし

ます

野 田 市 民 憲 章
（昭和５５年５月３日告示）

行政改革推進委員会（岩井会長・左）から答行政改革推進委員会（岩井会長・左）から答申申
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例
年
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

は
、
引
越
し
や
転
勤
な
ど
に
伴
い
、

市
役
所
の
窓
口
が
混
雑
し
、
お
待
ち

い
た
だ
く
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

比
べ
、混
雑
も
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、他
市
や
他
機
関
へ
の

照
会
が
必
要
な
転
入
出
届
な

ど
、一
部
取
り
扱
っ
て
い
な
い

業
務
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
近
く
の
取
扱
施
設
で
も

　
ま
た
、市
役
所
の
市
民
課
、

関
宿
支
所
、
各
出
張
所
の
ほ

か
、
関
宿
地
域
の
３
か
所
の

公
民
館
や
野
田
地
域
の
５
か

所
の
郵
便
局
で
も
、
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど

　
そ
こ
で
市
で
は
、
共
働
き
の
世
帯

の
増
加
や
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
な
ど
に
合
わ
せ
、昨
年
７
月
か
ら
、

仕
事
帰
り
の
方
や
休
日
な
ど
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
課
の

窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
平
日
火
・

木
曜
日
の
　
時
ま
で
と
し
、
さ
ら
に

20

日
曜
日（
８
時
　
分
～
　
時
　
分
）も

30

17

15

市
民
課
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

転
入
出
届
な
　
　
ど 
取
り
扱
わ
な
い
業
務
も

　
日
曜
日
と
火
・
木
曜
日
の
時
間
延

長
時
の
業
務
は
、
住
民
票
の
写
し
だ

け
で
な
く
、戸
籍
・
除
籍
謄
抄
本
や
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
な
ど
も
行
っ

て
お
り
、
平
日
の
通
常
業
務
時
間
に

■市民課の日曜日・延長時間内取扱業務一覧
日曜・延長
時の業務

業　　務　　名

○住民票の写しの交付

○住民票記載事項証明書の交付

○戸籍・除籍謄抄本の交付

○戸籍附票の写しの交付

○印鑑登録証明書の交付

○印鑑登録証（カード）の交付および印鑑登録証亡失届、廃止の受付

○届出受理証明の交付

○身分証明書の交付

○届書記載事項証明の交付

○年金の証明（生存の確認等）

諸証明

の交付

○住所証明（軽自動車）

○不在住・不在籍証明

○改葬許可証明

○無料証明（合併に関する住居表示・区画表示変更）

○無料証明（出産一時金申請の証明）

○自動車の臨時運行許可証の発行等

○火葬場・式場使用の受付

○死体・死胎・改葬遺骨埋火葬許可証の発行

○式場等使用許可証の発行

※出生届の受付

※死亡届の受付

※養子縁組届の受付

※養子離縁届の受付

※婚姻届の受付

※離婚届の受付

※離婚の際に称していた氏を称する届の受付

※入籍届の受付

※分籍届の受付

※転籍届の受付

※その他の戸籍に関する届出の受付

－ 住民異動届（転入・転居・転出・世帯変更等）の受付

－ 住民票の一部の写しの閲覧

注住民基本台帳カードの申請・交付

－ 
住民基本台帳ネットワークシステムによる住民票の写
しの広域交付

－ 住民基本台帳事務における支援措置申出の受付

注 公的個人認証に関する電子証明書の交付

－ 外国人登録等の受付

－ 外国人登録原票記載事項証明書の交付

　碓＝日曜日と平日延長（火・木曜日２０時まで）に業務を行うもの

　※＝日曜日と平日延長（火・木曜日２０時まで）に受付のみを行うもの

　－＝平日１７時１５分で業務を終了するもの

　注＝３月１２日までの火・木曜日は市民課窓口のみ１９時まで延長

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
引
越
し
に
伴
う
転
出
や

転
入
、
転
居
な
ど
の
届
出
は
、
市
役

所
市
民
課
の
ほ
か
、
支
所
や
各
出
張

所
で
も
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
市
役
所
の
市
民
課
に
比

べ
、
混
雑
も
少
な
い
の
で
、
お
近
く

の
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
電
子
証
明
書
付
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
ご
利
用
を

　
市
役
所
市
民
課
窓
口
で
は
、
電
子

証
明
書
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

発
行
を
、
通
常
　
時
　
分
ま
で
行
っ

17

15

て
い
ま
す
。

　
同
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
転
入
出
手

続
き
が
簡
素
化
で
き
る
ほ
か
、
写
真

付
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
本
人
確
認
書

類
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
３
月
　
日
ま
で
の
火
・
木

12

曜
日
、
市
民
課
窓
口
に
限
り
、
発
行

時
間
を
　
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す

19

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
保
護
と
不
正
請
求
防
止

の
た
め
、
受
付
窓
口
で
は
、
証
明
書

の
請
求
や
届
出
な
ど
の
手
続
き
の
際

の
本
人
確
認
を
厳
密
に
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
課

 　
　
  市
役
所

市
役
所
市
民
課
窓

市
民
課
窓
口口
をを

　
　
   　
　
　
日
曜
日

日
曜
日
もも
開
設
開
設

　
　
　
　
　
  ～
住
民
票
は
一
部
の
公
民
館
や
郵
便
局
で
も

～
住
民
票
は
一
部
の
公
民
館
や
郵
便
局
で
も
～～

３月～４月は
窓口が混雑　

市
で
は
、「
野
田
市
行
政
改
革
大
綱
」に
基
づ
き
、コ
ス
ト
の
削
減
や

財
政
の
健
全
化
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、特

に
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、平
成
　
年
６
月
か
ら
、市
役

17

所
市
民
課
窓
口
の
業
務
時
間
を
　
時
ま
で
に
延
長
し
ま
し
た
が
、さ
ら

20

に
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、昨
年
７
月
か
ら
市
民
課

窓
口
業
務
は
、
平
日
の
時
間
延
長
を
火
・
木
曜
日
と
す
る
一
方
で
、
日

曜
日
も
８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
開
設
し
、
業
務（
一
部
除
く
）

30

17

15

を
行
っ
て
い
ま
す
。年
度
末
を
控
え
、市
民
課
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、日
曜
日
開
設
の
市
民
課
窓
口
や
取
扱
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

印鑑登録や戸籍謄抄本の交付印鑑登録や戸籍謄抄本の交付もも
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
で
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続

く
中
、
平
成
　
年
度
か
ら
市
独
自
の

13

雇
用
促
進
調
査
員
に
よ
る
雇
用
ニ
ー

ズ
な
ど
の
把
握
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）へ
情
報
提
供
を

行
う「
雇
用
促
進
調
査
員
制
度
」を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
６
月
か
ら
は
、
同
事

16

業
を
発
展
さ
せ
、
市
役
所
２
階
に

「
野
田
市
無
料
職
業
紹
介
所
」
を
開

設
し
、
市
独
自
の
無
料
職
業
相
談
員

が
事
業
所
を
訪
問
し
て
開
拓
し
た
雇

用
情
報
な
ど
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

は
別
に
直
接
市
民
に
提
供
す
る
な
ど
、

求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
若
年
者
の
就
労
相
談
を

毎
月
１
回
行
う「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の

だ
」の
開
設
や
、就
職
や
転
職
を
希
望

す
る
母
子
家
庭
の
母
を
対
象
に
資
格

や
技
能
習
得
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
雇
用
機
会
の
拡
大
に
向

け
、
若
年
者
や
障
害
者
を
試
行
雇
用

し
た
事
業
主
や
、
障
害
者
の
職
場
実

習
に
取
り
組
ん
だ
事
業
主
な
ど
に
対

し
て
、
奨
励
金
を
支
給
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
就
労
支
援
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

解
雇
さ
れ
た
離
職
者
対
策
も

　
し
か
し
、昨
秋
ご
ろ
か
ら
、急
激
な

企
業
の
収
益
悪
化
に
伴
う
解
雇
や
契

約
を
更
新
し
な
い
雇
い
止
め
な
ど
が

社
会
問
題
と
な
り
、市
内
で
も
派
遣
社

員
を
解
雇
す
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、新
た
な
雇
用
を
生

解
雇
解
雇
等等

に
よ
に
よ
るる
 
離
職
離
職
者者
をを
雇
用
雇
用
す
る
す
る
事
業
事
業
主主
にに

                         奨
励
金

奨
励
金
をを
支
給
支
給

み
出
す
こ
と
を
目
的
に
、
1
月
７
日

か
ら
、昨
年
　
月
以
降
に
解
雇
さ
れ
た

11

離
職
者
を
３
か
月
以
上
、正
規
・
非
正

規
問
わ
ず
常
用
雇
用
し
た
事
業
主
に

対
し
、月
給
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、最
高

10

で
１
万
５
千
円
の
奨
励
金
を
支
給
す

る「
緊
急
雇
用
対
策
奨
励
金
」を
始
め
、

１
月
の
賃
金
か
ら
適
用
し
て
い
ま
す
。

　
奨
励
金
の
支
給
は
、
雇
用
し
た
日

か
ら
１
年
間
で
、受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
事
業
主
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

市
の
無
料
職
業
紹
介
所
を
通
し
て
、緊

急
雇
用
を
行
う
市
内
の
事
業
所
で
す
。

　
な
お
、制
度
開
始
か
ら
１
か
月
、５

事
業
所
か
ら
、お
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、希
望
す
る
事
業

主
は
、商
工
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
商
工
課
、
母
子
家
庭
の

就
労
支
援
は
児
童
家
庭
課
、
障
害
者

の
就
労
支
援
は
障
害
者
総
合
相
談
・
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
３
 
１

６
９
１
・
思
７
１
２
３
 
１
０
９
５ －

－

　
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
、よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、市

の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
計
画
や

条
例
を
策
定
す
る
際
に
、事
前
に
案
を

公
表
し
て
、皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
、施
策
に
反
映
さ
せ
る「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」を
、平
成
　
年
４

19

月
か
ら
試
行
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
を
目
指
し
、

土
地
利
用
や
交
通
体
系
の
整
備
な
ど

の
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
区
別

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
し
た

「
野
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を
、　
年
に
策
定
し
ま
し
た
。

14

　
ま
た
、旧
関
宿
町
で
は
、　
年
に「
関

13

宿
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を

策
定
し
、合
併
後
は
、両
計
画
に
基
づ

き
、都
市
基
盤
整
備
や
自
然
環
境
の
保

全
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
合
併
後
も
計
画
が
２
つ

に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
統
合
す

る
と
と
も
に
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
景
気
の
長
期
低
迷
な
ど
の
変
化

す
る
社
会
経
済
情
勢
に
適
合
し
た「
野

田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」と

す
る
た
め
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

　
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る「
野
田
市
健
康
づ
く
り
推

進
計
画
　
」も
見
直
し
中
で
す
。

２１

　
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細

は
２
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を

　
計
画
の
素
案
は
、募
集
期
間
中
、担

当
課
窓
口
、市
役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、各
公
民

館
、各
図
書
館
、ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。意
見
の
募
集

市独自の相談員（左）が求人情報を開市独自の相談員（左）が求人情報を開拓拓

期
間
と
担
当
課
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
提
出
方
法
は
、任
意
の
書
式
で
直
接

担
当
課
へ
持
参（
土
・
日
・
□祝 
を
除
く
）

し
て
い
た
だ
く
か
、素
案
閲
覧
場
所
に

あ
る
意
見
投
函
箱
に
投
函
、ま
た
は
郵

送（
募
集
期
間
最
終
日
の
消
印
有

効
）、フ
ァ
ク
ス（
表
参
照
）で
、計
画

名
と
担
当
課
名
、素
案
に
対
す
る
意
見

を
明
記
し
、〒
　
 
８
５
５
０
野
田

278

市
役
所
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
意
見
を
ご
記
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要

や
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な

ど
は
、
個
人
情
報
を
除
い
て
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

－

「
都
市
計
画

「
都
市
計
画
　
　
　
」」

　
 　
　
　
見
直
し

見
直
し
にに
ご
意
見

ご
意
見
をを

　
　
　
　
～
健
康
づ
く
り
推
進
計

～
健
康
づ
く
り
推
進
計
画画
　
も
募
集
中
～

も
募
集
中
～

２１２１

市
独
自
の
緊
急
雇
用
対
策

ププ

ララ

ンン

マ
ス
タ

マ
ス
タ
ーー

計
　
画
　
名

野
田
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

野
田
市
健
康
づ
く

り
推
進
計
画
　２１

募
集
期
間

２
月
　
日
月

２３

～
３
月
　
日
火

２４

～
３
月
４
日
水

担
　
当
　
課

都
市
計
画
課

思
７
１
２
２
・
１
５
５
８

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
・
１
１
８
８
）・
 

関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
９
８
・
５
０
１
１
）

思
７
１
２
５
・
１
０
０
１



費
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
の
給
与
、
民
間
企
業
従
業
員
の
給

与
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
給
与
は
、
こ
の
趣
旨
に
基

づ
い
て
、
国
家
公
務
員
給
与
の
人
事

院
勧
告
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
の
給
与
な
ど
を
考
慮
し
て
、
市
議

会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

鋸

　
野
田
市
職
員
の
給
与
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
３
階
）と
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
給
与
の
状
況

○
給
与
の
し
く
み

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方
公

務
員
法
に
よ
り
、
一
般
家
庭
の
生
計

平平
成成

年
　
年
度度

２０２０
　
市
職
員
の
給
与
を
公
表

○給与の内容

毎月決まっ
て支給される
もの

扶 養 手 当

地 域 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管 理 職 手 当

扶養親族のある職員に支給

民間賃金、物価などが高い地域に勤務
する職員に支給

借家などに居住し家賃を支払っている
職員、または自宅に居住し世帯主であ
る職員に支給

電車・バス・乗用車などにより通勤す
る職員に支給

管理または監督の地位にある職員に
支給給 与

勤務の実績に
応じて支給さ
れるもの

時間外勤務手当

特殊勤務手当

そ の 他

危険・不快・不健康・困難などの著し
く特殊な勤務に従事したときに支給

夜間勤務手当・休日勤務手当など

臨時に支給さ
れるもの

期末・勤勉手当

退 職 手 当

民間企業のボーナスに相当する手当

職員が退職したときに支給する一時金

給　 　 料 職務の種類と内容に応じて給料表に定
める額

通常の勤務時間を超えて勤務したと
きに支給

○
人
件
費（
　
年
度
普
通
会
計
決
算
）

19

○
職
員
給
与
費（
　
年
度
普
通
会
計
決
算
）

19

　１５４,３０２人住民基本台帳人口 
（H２０.３.３１）

４２,１６０,３０５千円歳　出　額
（A）

1,３６３,０４４千円実質収支

１０,３５３,６７０千円人　件　費
（B）

２４.6%人件費比率
（B/A）

1,１１１人職員数（A）

4,６３３,９９９千円給　料
給
　
　
与
　
　
費

1,１３２,８４９千円職員手当

2,０２７,６８３千円期末・勤勉手当

7,７９４,５３１千円計（B）

7,０１６千円１人当たり給与費 
（B/A）

（
注
）職
員
数
は
、
一
般
行
政
職
員
、
消
防

職
員
、
技
能
労
務
職
員
な
ど
の
総
数
で
、

給
与
費
と
は
、
人
件
費
の
う
ち
職
員
に
支

給
さ
れ
る
給
料
と
職
員
手
当（
退
職
手
当

を
除
く
）を
い
い
ま
す
。

（
注
）人
件
費
と
は
、
職
員
に
支
給
さ
れ
た

給
与
、
退
職
手
当
、
共
済
組
合
事
業
主
負

担
金
、
公
務
災
害
補
償
基
金
負
担
金
、
特

別
職
に
支
給
さ
れ
た
給
与
な
ど
の
総
額
を

い
い
ま
す
。
な
お
、　
年
度
の
人
件
費
比

18

率
は
、　

・
７
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

24

　
普
通
会
計
と
は
、
水
道
、
下
水
道
、
介

護
保
険
事
業
な
ど
の
独
立
採
算
制
を
原
則

と
す
る
会
計
以
外
の
会
計
を
い
い
ま
す
。

　
実
質
収
支
と
は
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
と
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

控
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

○
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

（
注
）ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
地
方
公

務
員
と
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
国
家

公
務
員
の
職
員
構
成
を
基
準
と
し
て
、
一

般
行
政
職
に
お
け
る
学
歴
別
、
経
験
年
数

別
に
給
料
総
額
を
比
較
し
国
家
公
務
員
の

給
与
水
準
を
　
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務

１００

員
の
給
与
水
準
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、「
地
域
手
当
補
正
後
」と
は
、　
年
18

度
に
国
の
給
与
構
造
改
革
で
、
客
観
的
な

支
給
基
準
に
基
づ
く
地
域
手
当
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
手
当
を
加
味
し
た

地
域
に
お
け
る
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務

員
の
給
与
水
準
を
比
較
す
る
た
め
、
地
域

手
当
の
支
給
率
で
補
正
し
た
指
数
で
す
。

２０　年　度１９　年　度１８　年　度区　　　　　分
１００.2９９.９１００.4野　　田　　市

１０４.1１０５.８１０８.４地域手当 
補   正   後

後日、情報公開コー
ナー（市役所３階）
とホームページで
公表します。

１０１.８１００.７柏　　　　　市

１０４.７１０４.６地域手当 
補   正   後

９９.６９８.１流　　山　　市

１０５.５１０４.９地域手当 
補   正   後

９９.６９９.２千　　葉　　県

９９.７９９.３地域手当 
補   正   後

○
初
任
給

　
　
年
４
月
１
日
現
在
、
学
校
卒
業

20
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
の
初
任

給
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国千葉県野田市区　分
Ⅱ種　１７２,２００円Ⅰ種　１８１,２００円１７８,８００円１７８,６００円大学卒

一般行政職 １４０,１００円１４４,５００円１４９,８００円高校卒
１４４,５００円１４１,２７５円高校卒

技能労務職 １３３,１００円１３３,９２５円中学卒
１７８,６００円大学卒

教育職 １４９,８００円高校卒
１７８,６００円大学卒

福祉職 １４９,８００円高校卒
１７８,６００円大学卒

税務職 １４９,８００円高校卒

（
注
）技
能
労
務
職
の
初
任
給
は
、
職
種
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
全
て
の
職
種
の
平
均

値
で
す
。



漁

（
注
）
表
中「
－
」は
該
当
者
な
し
で
す
。

○
経
験
年
数
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

　
　
年
４
月
１
日
現
在
、
職
員
の
経

20
験
年
数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　分
　３５２,０３８円３１１,３５０円２６６,２００円大学卒

一般行政職 ３０３,８００円２６６,２００円２２８,３００円高校卒
２９４,５００円高校卒

技能労務職
中学卒

３６７,１００円２６６,２００円大学卒
教育職

高校卒
３４９,９００円大学卒

福祉職
高校卒

３５７,４００円３１１,６００円大学卒
税務職 ３１１,６００円２５２,２００円高校卒

平均給与月額 
（国ベース）平均給与月額 平均給料月額平均年齢区　　分

４１８,０６８円４４２,９０４円３５８,６６７円４４.１歳一般行政職

野
田
市

３８４,９０４円４０２,１６１円３４３,０２７円５０.１歳技能労務職
４０５,６１６円４２７,２１１円３５５,１３８円４８.６歳清掃職員
３３６,９３３円３４２,８７１円３０９,４３８円５５.６歳用務員
４０１,２９５円４０７,６３８円３４０,０００円４８.１歳学校給食員
４２３,８７６円４３２,０７１円３６４,０９１円４４.８歳教育職
４０５,０９０円４１２,４１５円３６９,６５６円４６.７歳福祉職
３４８,８１７円３８８,９１９円３０５,６５３円３９.２歳税務職
３８７,５０６円３２５,１１３円４１.１歳一般行政職

国
３２０,６２３円２８４,６７９円４８.９歳技能労務職
４４５,５９７円４７８,４７５円３７８,７４２円４６.３歳一般行政職

柏
　
市

３６７,６３３円３９０,２３３円３２４,０１６円５０.９歳技能労務職
４０２,９５８円４３９,３８８円３５０,１１４円５０.３歳清掃職員
３３６,００１円３４０,１７１円３０４,６００円５４.４歳用務員
３１９,４２５円３２４,４６６円２８８,９５３円５１.８歳学校給食員
４４８,０４１円４８４,４９０円３８１,５６２円４７.２歳一般行政職

流
山
市

３５６,５３９円３７４,３０７円３１６,５２５円４７.９歳技能労務職
３６７,４１４円４１２,３４７円３１３,７４６円４２.９歳清掃職員
３８７,１２５円３９６,１７０円３４８,０２７円５７.０歳用務員
３５４,８７３円３６０,８１６円３２０,３６５円４９.７歳学校給食員

○
職
種
別
の
平
均
年
齢
・
平
均
給
料
月
額
・
平
均
給
与
月
額（
　
年
４
月
１
日
現
在
）

２０

（
注
）平
均
給
料
月
額
と
は
、　
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
の
基
本
給
の
平
均
で
、平
均
給
与
月

20

額
と
は
、給
料
月
額
と
毎
月
支
払
わ
れ
る
扶
養
手
当
、地
域
手
当
、住
居
手
当
、時
間
外
勤
務
手

当
な
ど
の
諸
手
当
の
額
を
合
計
し
た
も
の
の
平
均
で
す
。

　
ま
た
、
平
均
給
与
月
額（
国
ベ
ー
ス
）は
、
国
家
公
務
員
の
平
均
給
与
月
額
に
は
時
間
外
勤

務
手
当
や
特
殊
勤
務
手
当
な
ど
の
手
当
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
比
較
の
た
め
国
家

公
務
員
と
同
じ
ベ
ー
ス
で
再
計
算
し
た
も
の
で
す
。

　
技
能
労
務
職
員
の
給
料
表
は
、
一
般
行
政
職
員
の
給
料
表
の
引
き
下
げ
に
合
わ
せ
て
　
年
18

４
月
１
日
に
平
均
４
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
ま
し
た
。
今
後
も
退
職
者
不
補
充
と
民
間

委
託
の
推
進
に
よ
り
適
正
な
職
員
配
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
と
均
衡
の
取
れ
た
給
与

な
ど
の
見
直
し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数

　
　
年
４
月
１
日
現
在
、
一
般
行
政

20
職
の
級
別
職
員
数
の
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

計

８級７級６級５級４級３級２級１級区　分

理事
局長
部長

次長
参事

課長
主幹

課長補佐
副 主 幹

係長
主査

主任主事
主任技師

主事
技師

主事補
技師補

標 準 的 な
職 務 内 容

６０５人１４人３２人５８人５８人１０６人３１４人１８人5人職　員　数

１００.０％２.3％5.3％９.6％９.6％１７.５％５１.９％３.0％０.８％構　成　比

１００.０％２.４％４.7％9.4％9.7％１７.５％５１.９％3.6％０.８％1年前の構成比参
　
考 １００.０％2.5％４.1％９.0％１０.3％１４.8％４７.3％１０.6％1.4％5年前の構成比

（
注
）給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区

分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。

　
標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
級
に
該
当
す
る
代
表
的
な
職
務
で
す
。

◆
職
員
に
支
給
さ
れ
る
主
な
手
当

国野田市区分

　
１人当たり平均支給額（１９年度）　
　　　　　　　　　　　１,８２５千円期

末
手
当
・
勤
勉
手
当

（１９年度支給割合）　　  同左
（１９年度支給割合）　
　　　　　　　　　　　期末手当　　３.0月分
　　　　　　　　　　　勤勉手当　　１.5月分

（加算措置の状況）
　職制上の段階・職務の級などによる加算措置
　　　　　　　　　　　　役 職 加 算 ＝５％～２０％　
　　　　　　　　　　　　管理職加算＝１０％～２５％

（加算措置の状況）
　職制上の段階・職務の級などによる加算措置
　　　　　　　　　　　    役職加算＝５％～２０％



禦

野田市支給実績
（１９年度決算）国野田市区分

・支給実績    　　
　　　１５８,７５６千円
・支給職員１人当た
りの平均支給年額
　　　　２５２,７９６円

同左

・配偶者   １３,０００円
・配偶者以外　
　　　 １人６,５００円
１６歳～２２歳までの子
　  １人５,０００円加算

扶
養
手
当

・支給実績　
 　　　 ７９,１６８千円
・支給職員１人当た
りの平均支給年額　
　　　　１１７,４６０円

・借家の場合
　　　　同左

・自宅の場合
　新築・購入後５年間
　　　　　    ２,５００円

・借家の場合（家賃
１２,０００円を超える場合
に限る）　家賃の額に応
じて２７,０００円を限度に
支給
・自宅の場合　７,０００円

住
居
手
当

・支給実績
 　　 　７０,９４２千円

・支給職員1人当た
りの平均支給年額
　　　  　６９,８９４円

・交通機関を利用する場合
　

同左

・乗用車などを使用す
る場合　使用距離に応
じて２,０００円～２４,５００円
を支給

・交通機関を利用の場合
　６か月定期券などの
価額による一括支給、
１月当たり５５,０００円まで
は全額支給
・乗用車などを使用す
る場合　使用距離に応
じて２,５００円～２４,５００円
を支給

通
勤
手
当

・支給実績  １３１,９８９千円
・支給職員１人当た
りの平均支給年額　
　　　 　５９９,９５０円

・管理又は監督の地位
にある職員に支給

給料月額の８％～２５％

・管理又は監督の地位
にある職員に支給

給料月額の９％～１８％

管
理
職
手
当

千葉県 
（左記３団体地域）流山市柏　市野田市区　　分地

　
域
　
手
　
当
（
　
年
４
月
１
日
現
在
）

20

全域全域全域全域支給対象 
地　　域

6％8％8％7％支 給 率

1,１７２人支給対象 
職 員 数

同左３％ 
（３％）

６％ 
（６％）

３％ 
（３％）国の制度

４１２,８０５千円 
（１９年度決算）支給実績

３５４,０３５円 
（１９年度決算）

支給職員
１人当たり
平均支給
年　　額

２４,０１２千円支給実績（１９年度決算）

特
　
　
殊
　
　
勤
　
　
務
　
　
手
　
　
当
　
（
　
年
４
月
１
日
現
在
）

20

６９,０００円支給職員１人当たり平均支給年額（１９年度決算）

２７.8％職員全体に占める手当支給職員の割合（２０年度）

１５　　　手当の種類（手当数）　　　　
  主な支給対象職員及び
  支給単価主な支給対象業務手当の名称

課税課、収税課に勤務する職員
月額４,０００円

市税の賦課及び収税事務を本務と
して従事

税務手当 左記の業務に従事した職員
日額２５０円

上記以外の職員で、臨時に市税の
徴収事務に従事

あさひセンター、こぶし園、あ
おい空に勤務し心身障害児・者
の訓練指導を本務とし、当該勤
務に従事した職員

月額４,０００円

知的障害児通園施設、肢体不自由
児通園施設等に勤務する職員のう
ち訓練指導に従事（規則で定める
もの）

社会福祉
業務手当

査察指導員
月額４,５００円

福祉事務所に勤務する職員で査察
指導に従事

社会福祉主事
月額４,０００円

福祉事務所に勤務する職員で現業
に従事

高齢者福祉課に勤務するホー
ムヘルパー

月額５,０００円

高齢者福祉課に勤務する職員のう
ちホームヘルプサービスに従事
（規則で定めるもの）

清掃第一課、清掃第二課に勤務
し、左記の業務に従事した職員

日額５００円
ごみ、し尿の収集処理に従事清掃業務

手　　当

補修事務所に勤務し、左記の業
務に従事した職員　日額５００円道路、水路、下水等の補修に従事土木補修

手　　当

２５８,９４０千円支給実績
１８年度（決算）

時
間
外
勤
務
手
当

２６４千円職員１人当たり 
の平均支給年額

２３８,１５８千円支給実績
１９年度（決算）

２６９千円職員１人当たり 
の平均支給年額

（注）２０年４月１日に支給率を７％に引き下げました。
　今後も国の地域指定基準である３％を目標に段階的な引
き下げに努めてまいります。
　なお、（　）内は18年度に創設された地域手当における、２２
年度の制度完成時の国の支給率です。

○
特
別
職
の
報
酬
な
ど

　
　
年
４
月
１
日
現
在
の
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

20給　料　月　額　等区 　　　分

流山市柏　市野田市

給　料 ９３０,０００円９５５,０００円９７２,０００円市　長

８０３,０００円７８５,０００円８３１,０００円副市長

8％8％7％地域手当

５５０,０００円６６３,０００円５４７,０００円議　長

報　酬 ４９０,０００円５９３,０００円４９２,０００円副議長

４６０,０００円５７３,０００円４５０,０００円議　員

（１９年度支給割合）
４.４５月分

（１９年度支給割合）
４.４０月分

（１９年度支給割合）
４.５０月分

市　長

期末手当

副市長

（１９年度支給割合）
４.４５月分

（１９年度支給割合）
４.４０月分

（１９年度支給割合）
４.５０月分

議　長

副議長

議　員

（支給時期） 　　  （算定方式） 
退職手当
（野田市） ９７２千円×在職月数×０.４５（在任期間ごと）市　長

８３１千円×在職月数×０.２５（在任期間ごと）副市長

国野田市区分

同左

（支給率）　
・勤続２０年　自己都合…２３.５０月分　勧奨・定年…３０.５５月分
・勤続２５年　自己都合…３３.５０月分　勧奨・定年…４１.３４月分
・勤続３５年　自己都合…４７.５０月分　勧奨・定年…５９.２８月分
・最高限度額　自己都合…５９.２８月分　勧奨・定年…５９.２８月分

退
職
手
当
（
　
年
４
月
１
日
現
在
）

20

同左
定年前早期退職特例措置
　　　　（2%～２０%加算）その他の加算措置

・自己都合　   ―   千円
・勧奨　　　２４,３７６千円
・定年　　　２２,４５０千円

１人当たり平均支給額

（
注
）
退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支

給
額
は
、
前
年
度
に
退
職
し
た
全
職
種

の
職
員
に
支
給
さ
れ
た
平
均
額
で
す
。



魚

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、春
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
季
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る

一
方
、
火
の
使
用
機
会
が
増
え
ま
す

の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
野
田
市
で
の
、
平
成
　
年
中
の
火

20

災
発
生
件
数
は
　
件
で
、
前
年
に
比

82

べ
　
件
も
増
加
し
ま
し
た
。

19
　
特
に
、
建
物
火
災
が
　
件
で
前
年

46

に
比
べ
て
６
割
も
増
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
発
生
原
因
を
調
べ
て
み
る

と
、「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」が
前
年
よ

り
　
件
多
い
　
件
、
次
に「
た
ば
こ
」

14

29

が
昨
年
と
同
数
の
　
件
と
続
き
、
両

11

者
で
全
体
の
５
割
近
く
を
占
め
て
い

ま
す
。

整
理
整
と
ん
で
防
火
を

　
市
消
防
で
は
、「
放
火
・
放
火
の
疑

い
」
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
日
中
に
も
巡
回
車
両
で
各
地

域
を
回
り
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
広

報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
域
の
消
防
団
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
、
夜
間
の
警
備
を
強

化
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
ぐ
る

み
で
放
火
を
予
防
し
て
い
ま
す
。

　
放
火
の
予
防
の
基
本
は
、「
放
火
さ

れ
な
い
、
放
火
さ
せ
な
い
、
放
火
さ

れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ
な
い
」

こ
と
で
す
。

　
各
家
庭
で
、
家
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
、
夜
間
は
建

物
の
周
囲
や
駐
車
場
を
照
明
で
明
る

く
す
る
、
空
き
家
や
物
置
に
は
鍵
を

か
け
る
、
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
カ
バ

ー
は
燃
え
に
く
い
も
の
を
使
う
な
ど

の
対
策
が
効
果
的
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
は
も
と
よ
り
、
地
域

ぐ
る
み
で
、
整
理
整
と
ん
し
た
街
並

み
を
心
が
け
、
放
火
さ
れ
に
く
い
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す

の
で
、
近
所
で
声
か
け
を
行
う
な
ど

し
て
、
協
力
体
制
を
築
く
よ
う
、
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

寝
た
ば
こ
や
投
げ
捨
て
は
厳
禁

　
ま
た
、
例
年
、「
た
ば
こ
」
に
よ
る

火
災
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
の
先
端
は
、

木
炭
が
赤
く
燃
え
て
い
る
温
度
と
同

じ
で
、
燃
え
や
す
い
も
の
に
触
れ
る

と
、す
ぐ
に
出
火
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
喫
煙
時
に
は
、
水
を
入
れ
た
灰
皿

を
用
意
す
る
な
ど
、
確
実
に
消
す
準

備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
に
も
、
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に

は
カ
ー
テ
ン
や
衣
類
な
ど
の
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
こ
と
や
、
ガ

ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
火
を
使
う
も
の
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き
に
は
、
必
ず
火

を
消
す
な
ど
、
火
災
予
防
を
習
慣
づ

け
、
家
庭
で
の
火
災
を
未
然
に
防
い

で
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
こ
と
、お

年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
で
協
力
体
制
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

街
頭
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
２
月
　
日
上
　
時
　
分
か
ら
　
時

28

13

30

15

ま
で
、
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
七
光
台
で
、

街
頭
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
防
火
の
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
消
防
音

楽
隊
の
演
奏
や
消
防
グ
ッ
ズ
の
無
料

配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、３
月
１
日
日
の
７
時
に
は
、

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
、
各
消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
を
一

斉
に
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
お

間
違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４

－

火
災
警
報
器
な
ど
の
設
置
を

　
住
宅
火
災
で
の
犠
牲
者
の
多
く
は
、

就
寝
中
や
高
齢
の
た
め
の
「
逃
げ
遅

れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
火
災
警
報
器
な
ど
で
、
早
め
に
火

災
の
発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
逃
げ
遅
れ
の
被
害
を
最
小
限
に
し

よ
う
と
、消
防
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
、

一
戸
建
て
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
す
べ

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
な

ど
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
住
宅
の
所

有
者
や
管
理
者
、
居
住
者
は
、
早
急

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
に
家
庭
で
で
き
る
対
策
と
し

て
、
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使

用
し
た
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
や
、

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

 建
物
火
災
が
６
割
増
加

   一
人
ひ
と
り
が
防
火
対
策
を



方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供

【
開
設
日
時
】
①
月
～
金
の
８
時
　30

分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）、
②
第

17

15

１
～
４
水
の
９
時
～
　
時
（
前
の
週

17

の
金
ま
で
に
電
話
予
約
）

【
相
談
員
】
①
市
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
、
②
地
域
参
加

経
験
者（
シ
ニ
ア
相
談
員
）

◆
専
門
相
談
…
将
来
へ
の
不
安
な
く

第
２
の
人
生
を
生
き
が
い
を
も
っ
て

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
市
で
は
、シ
ニ
ア
世
代
の
方
々
に
、

仕
事
で
培
っ
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

地
域
で
生
か
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

地
域
参
加
に
関
す
る
総
合
相
談
を
ひ

と
つ
の
窓
口
で
提
供
す
る
「
シ
ニ
ア

世
代
地
域
参
加
相
談
窓
口
」
を
平
成

　
年
４
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

19　
開
設
か
ら
こ
れ
ま
で
、窓
口
に
は
、

自
分
に
あ
っ
た
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
探
さ
れ
て

い
る
方
、
第
２
の
人
生
を
よ
り
有
意

義
に
過
ご
そ
う
と
す
る
方
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ニ
ア
世
代
の
方
が
来
ら

れ
、
地
域
参
加
の
き
っ
か
け
づ
く
り

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
す
べ
て
の
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に

　
相
談
は
、
一
般
相
談
と
専
門
相
談

が
あ
り
、
退
職
者
や
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
地
域
参
加
し
た
い
方
、
自
営
業

の
方
、
専
業
主
婦
な
ど
、
幅
広
く
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、各
種
講
座
な
ど
の
情
報
を
、

相
談
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
相
談
…
①
地
域
参
加
に
関
す

る
相
談
や
情
報
提
供
、
②
す
で
に
地

域
参
加
を
し
て
い
る
シ
ニ
ア
世
代
の

送
れ
る
よ
う
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
を

専
門
相
談
員
が
対
応

【
開
設
日
時
】第
２
・
４
木
９
時
～
　16

時（
そ
の
週
の
月
ま
で
に
電
話
予
約
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

  「
シ
ニ
ア
世
代
」の

　
　
 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
をを
支
援
支
援

亨

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

　
農
家
の
担
い
手
不
足
か
ら
耕
作
が

行
わ
れ
な
い
農
地
を
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
市
民
農
園
制
度
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
指
導
で
、
野
菜
や
草
花
の

栽
培
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
農
作
物

の
栽
培
に
取
り
組
め
ま
す
。

　
今
回
申
し
込
む
と
、
３
月
中
旬
か

ら
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
順
調
に
生

育
す
る
と
５
、
６
月
に
収
穫
が
楽
し

め
ま
す
。

　
農
園
は
、
市
民
を
対
象
に
、
１
世

帯
２
区
画
ま
で
（
１
区
画
は
　
平
方

30

メ
ー
ト
ル
）
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

直
接
農
園
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
市
民
農
園
を
開
設
し
た
い
方
も
募
集

　
農
地
な
ど
の
所
有
者
で
、
新
た
に

市
民
農
園
の
開
園
を
希
望
す
る
方
は
、

農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
農
政
課

初
め
て
の
方
に
も
農
家
が
サ
ポ
ー
ト

名
称
・
所
在
地

近
藤
農
園

目
吹
　301

杉
の
子
農
園

岩
名
１
０
０
１
 
１
－

鈴
木
農
園

関
宿
台
町
６
３
２
７

高
林
農
園

関
宿
台
町
２
０
５
５

ふ
る
さ
と
農
園

岩
名
　850

又
兵
衛
農
園

谷
津
　254

渡
野
辺
農
園

鶴
奉
　
 
１

301
－

年
間
利
用
料
金

（
１
区
画
　
㎡
）

３０

５
千
円

５
千
円

４
千
円

４
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

申
 込
 先

〒
　
 
０
０
０
１
目
吹
　

278

344

近
藤
 理
 ☎
７
１
２
４
 
３
６
８
９

お
さ
む
－

－

〒
　
 
０
０
５
５
岩
名
１
０
０
４

278
須
田
政
治
☎
７
１
２
２
 
１
６
９
６

－

－

〒
　
 
０
２
０
２
関
宿
台
町
　

270

297

鈴
木
文
弥
☎
７
１
９
６
 
１
４
０
９

－

－

〒
　
 
０
２
０
２
関
宿
台
町
　
 
３

270

361

高
林
幸
雄
☎
７
１
９
６
 
１
４
１
３

－

－

－

〒
　
 
０
０
５
５
岩
名
　

278

855

須
田
清
☎
７
１
２
４
 
３
９
１
０

－

－

〒
　
 
０
０
４
６
谷
津
　
 
２

278

255

横
川
み
つ
子
☎
７
１
２
３
 
３
０
０
９

－

－－

〒
　
 
０
０
０
３
鶴
奉
　

278

307

渡
野
辺
信
広
☎
７
１
２
２
 
７
１
８
９

－

－

■募集する市民農園

  住　　宅 
ロ
ー
ン
控
除
の
申
請
で

　
　
　
 　
市
県
民
税
の
減
額
も

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
控
除
し
き

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
申
告

す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
、
翌
年
度

の
市
県
民
税（
所
得
割
）か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
平
成
　
年
か
ら
　
年

11

18

末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
す
。

　
提
出
方
法
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
方
は
、
申
告
書
と
一
緒
に

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

な
い
方
（
勤
務
先
で
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
含
め
年
末
調
整
済
み
の
方
）は
、

源
泉
徴
収
票
の
原
本
を
添
付
し
て
、

課
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
２
種
類
あ
り
、
確
定
申

告
の
有
無
に
よ
り
、
様
式
が
異
な
り

ま
す
。

　
な
お
、　
年
分
以
降
も
住
民
税
の

21

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
に
は
、

毎
年
３
月
　
日
ま
で
に
申
告
が
必
要

15

（
今
年
は
３
月
　
日
）
で
す
。

16

【
問
合
せ
】
課
税
課
市
民
税
係

農家の指導で安心して作業農家の指導で安心して作業をを

みどりをふやす活動みどりをふやす活動もも
（みどりのふるさとづくり実行委員会の活動（みどりのふるさとづくり実行委員会の活動））
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「
野
田
市
民
俗
調
査
報
告
書
」を
販
売

　
野
田
市
域
の
伝
統
的
な
生
活
様
式

や
年
中
行
事
な
ど
を
、
各
地
区
ご
と

に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
ま
と
め

た
「
野
田
市

民
俗
調
査
報

告
書
」
を
作

成
し
、
市
史

編
さ
ん
担
当
、

各
図
書
館
、

郷
土
博
物
館

で
販
売
し
て

享

　
希
望
す
る
方
は
、
３
月
　
日
木
か

19

ら
　
日
水
ま
で
の
６
時
　
分
か
ら
　

25

30

20

時
ま
で
に
、
申
請
書
と
使
用
料
、
学

生
の
場
合
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー
（
要

提
出
）
を
持
参
し
、
利
用
し
た
い
自

転
車
等
駐
車
場
の
管
理
人
事
務
所
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
許
可
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
　22

年
３
月
　
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

31

　
施
設
の
所
在
地
と
定
期
使
用
の
収

容
可
能
台
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
野
田
市
駅
市
営
第
１
自
転
車
等
駐

　
野
田
市
駅
と
川
間
駅
に
あ
る
市
営

自
転
車
等
駐
車
場（
駐
輪
場
）の
、
平

成
　
年
度
分
定
期
使
用
申
請
書
の
配

21
布
を
、３
月
９
日
月
か
ら
各
施
設
の
管

理
人
事
務
所
で
先
着
順
に
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
契
約
し
て
い
る
方
も
3
月

で
終
了
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
使

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
改
め
て
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
申
請
書
の
配
布
は
、
３
月
９
日
月

か
ら
、
野
田
市
駅
市
営
第
１
・
２
自

転
車
等
駐
車
場
、
川
間
駅
南
口
市
営

第
１
自
転
車
等
駐
車
場
の
管
理
人
事

務
所
で
行
い
、
定
数
に
な
り
次
第
、

終
了
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
台
数
は
、
１
人
１
台
ま

で
で
、
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
も

可
能
で
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
必

ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
時
使
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
定
期
使
用
の
申
し
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

車
場（
野
田
　
番
地
の
６
）＝
　
台

148

369

②
野
田
市
駅
市
営
第
２
自
転
車
等
駐

車
場（
野
田
　
番
地
の
９
）＝
　
台

148

125

③
川
間
駅
南
口
市
営
第
１
自
転
車
等

駐
車
場（
尾
崎
　
番
地
の
５
）＝
　
台

839

171

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

は
２
パ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
度
分
の
指
定
ご
み
袋

20

引
換
券
の
有
効
期
限
は
、　
年
３
月

21

　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
効

31期
限
を
過
ぎ
る
と
、
ご
み
袋
や
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
の
交
換
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
進

め
る
た
め
、
今
年
も
指
定
ご
み
袋
引

換
券
の
残
券
を
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
に
交
換
す
る
還
元
事
業
を
表
の

日
程
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
換
は
引
換
券
１
枚
（
ご
み
袋
　10

枚
分
）に
つ
き
１
パ
ッ
ク（
　
ロ
ー
ル

12

入
り
）で
、ご
み
袋
　
枚
券
の
場
合
に

20 引
換
券
を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に

指

定

ご
み
袋

※関宿福祉センターやすらぎの郷では、３月
２０日金と２９日日は交換を行いません。
※勤労青少年ホームを利用される方は、勤労
青少年ホームの駐車場か文化センター駐車場
を利用してください。
※交換は表内のいずれの施設でも可能です。
※関宿北部公民館（旧関宿町の北コミュニテ
ィセンター）では交換を行いません。

日
　
程

～
２
月
　
日
金

２７

２
月
　
日
土
～

２８
　
３
月
　
日
金

１３

３
月
　
日
土
～

１４
　
３
月
　
日
火

３１

３
月
　
日
火
～

１７
　
３
月
　
日
火

３１

時
　
間

９
時
　
～
　
時
１７

９
時
　
～
　
時
１７

８
時
　
分
３０

　
～
　
時
１７

９
時
　
～
　
時
１７

場
　
所

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

（
１
階
ホ
ー
ル
）

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

（
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

関
宿
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

会
議
室（
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
側
）

備
　
考

全
日
実
施

　
日
金
・

２０　
日
日
を

２９除
く

 　
 市
営
駐
輪

市
営
駐
輪
場場
の

　
　
　
　
定
期
定
期
使使
　

　
用用 
申
請
申
請
書
を
配
布

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

【
業
務
内
容
】
学
年
に
応
じ
た
児
童

の
算
数
学
習
の
指
導
・
支
援

【
指
導
日
】
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
る
第
２
・
４
・
５
土
曜
日
（
年

間
　
回
程
度
。
学
校
の
行
事
な
ど
で

20
休
み
と
な
る
場
合
あ
り
）

【
時
間
】
８
時
　
分
～
　
時
　
分

45

11

15

【
期
間
】
４
月
～
平
成
　
年
３
月

22

【
謝
礼
】
指
導
者
あ
り
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
な
し
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
指
導
課

　
市
で
は
、
学
校
完
全
週
５
日
制
な

ど
の
実
施
に
伴
い
、
土
曜
日
の
有
意

義
な
過
ご
し
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

各
小
学
校
を
会
場
に
、
算
数
の
ド
リ

ル
学
習
を
中
心
に
行
う
「
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、４
月
か
ら
児
童
の
指
導
・

支
援
を
す
る
指
導
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
歳
以
上
（
教
員
免
許

18

状
の
有
無
は
問
わ
な
い
、高
校
生
不
可
）

  サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
で

　
　
 児
童
の
支
援
や
指
導
を

い
ま
す
。

　「
今
上
・
山
崎
の
民
俗
」、「
大
殿
井
・

横
内
・
鶴
奉
・
目
吹
の
民
俗
」、「
吉

春
・
谷
津
・
岩
名
・
五
木
の
民
俗
」、「
尾

崎
・
東
金
野
井
の
民
俗
」、「
中
里
・

小
山
の
民
俗
」に
加
え
、
新
た
に「
船

形
の
民
俗
」が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
体
裁
は
B
５
版
で
、
価

格
は
２
千
　
円
（「
船
形
の
民
俗
」
の

620

み
２
千
　
円
）で
す
。

410

【
問
合
せ
】
市
史
編
さ
ん
担
当

３月９３月９日日かか　
　らら 

地地元元の方からの聞の方からの聞きき取りをもとに取りをもとに

算数を中心算数を中心にに

使用料期　間区　分
2,000円　１か月

一般定
期
使
用

6,000円　３か月
12,000円　６か月
1,500円　１か月

学生 4,500円　３か月
9,000円　６か月
150円　１日／１回

一時使用 1,500円　回数券
（11枚綴り）

■自転車等駐車場の使用料



講
座
・
教
室

◆
野
田
文
化
講
演
会
　
２
月
　
日
醤

22

　
時
～
　
時
　
分
興
風
会
館
で
。

14

15

30

「
上
杉
家
の
 礎
 と
な
っ
た

い
し
ず
え

 直
  江
  兼
  続
 

な
お
 え
 か
ね
 つ
ぐ

と
お
船（
せ
ん
）」
が
テ
ー
マ
。
先
着

　
人
。
入
場
料
千
円
（
高
校
生
以
下

500　
円
）。
当
日
会
場
受
付
。
問
（
財
）

500興
風
会
☎
７
１
２
２
 
２
１
９
１

◆
裁
判
員
制
度
の
学
習
会
　
２
月
　22

日
醤
　
時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館

13

30

16

で
。
弁
護
士
に
よ
る
説
明
な
ど
。
当

日
会
場
受
付
。
問
渡
邉
☎
７
１
２
３

 
２
４
７
４

◆
お
は
な
し
お
ば
さ
ん
の
講
演
会
　

２
月
　
日
鉦
　
時
～
　
時
総
合
福
祉

23

14

16

会
館
で
。
藤
田
浩
子
氏（
絵
本
作
家
）

に
よ
る
講
演
。
先
着
　
人
。
入
場
料

50

　
円
。
２
月
　
日
上
ま
で
に
 
野
田

800

21

文
化
研
究
会
☎
・
思
７
１
２
４
 
０

７
６
０
へ

◆
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

国
際
規
格（
I
S
O
）講
座
な
ど
　
①

Ｉ
Ｓ
Ｏ
基
礎
講
座
…
I
S
O
9
０
０

1
は
２
月
　
日
上
、
１
４
０
０
１
は

21

３
月
１
日
醤
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　

10

17

時
。
受
講
料
７
千
　
円
。
②
内
部
監

500

査
員
養
成
講
座
…
I
S
O
１
４
０
０

－

－

－

１
は
３
月
　
日
醤
、　
日
鉦
、
9
０

15

16

０
1
は
３
月
　
日
鞘
、　
日
上
。
い

20

21

ず
れ
も
９
時
～
　
時
。
全
２
回
。
基

17

礎
知
識
の
あ
る
内
部
監
査
員
候
補
者
。

受
講
料
１
万
２
千
　
円
。
③
パ
ソ
コ

500

ン
会
計
入
門
講
座
…
２
月
　
日
～
３

28

月
　
日
の
毎
週
上
　
時
　
分
～
　
時

14

13

30

16

　
分
。
全
３
回
。
日
商
簿
記
３
級
程

30度
の
知
識
が
あ
る
方
。
受
講
料
５
千

円
。
①
は
先
着
　
人
、②
③
は
　
人
。

30

20

事
前
に
電
話
予
約
の
上
、
受
講
料
持

参
で
直
接
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
１

 
１
１
８
４
へ

◆
あ
つ
ま
れ
！
ア
レ
ル
ギ
ー
ナ
「
勉

強
会
」　
２
月
　
日
鐘
　
時
　
分
～

25

10

30

正
午
あ
り
ん
こ
♪
は
う
す（
吉
春
）で
。

医
師
を
迎
え
「
花
粉
症
」
を
学
ぶ
。

先
着
　
人
。
お
茶
代
な
ど
　
円
。
子

15

300

ど
も
同
伴
も
可（
保
育
な
し
）。
事
前

に
 
あ
り
ん
こ
♪
く
ら
ぶ
☎
　
 
４

090

５
９
７
 
３
４
８
２
へ

◆
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
無
料
講
習

会
　
３
月
１
日
醤
　
時
～
正
午
中
央

10

公
民
館
で
。
事
前
に
伊
藤
☎
　
 
１

090

２
０
４
 
１
４
６
２（
　
時
以
降
）へ

14

◆
遊
び
の
プ
ロ
天
野
秀
昭
さ
ん
の
講

演
会
　
３
月
１
日
醤
　
時
　
分
～
　

13

30

15

時
　
分
里
区
自
治
会
館
で
。「
幼
児

30
－

－

－

－

－

の
根
っ
こ
を
育
て
る
外
遊
び
」
が
テ

ー
マ
。
当
日
会
場
受
付
。
参
加
費
　500

円
。
保
育
は
先
着
　
人
、
１
人
　
円

10

300

（
１
～
３
歳
児
）。
保
育
希
望
者
は
事

前
に
の
だ
遊
ぼ
う
よ
の
会
☎
　
 
５

090

８
２
３
 
３
１
７
３
へ

◆
野
田
公
民
館
で
成
人
パ
ソ
コ
ン
教

室
な
ど
　
①
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
図
形
で
遊
ぼ
う
」

…
３
月
６
日
鞘
、　
日
鍾
、　
日
鞘
　

10

１３

10

時
～
正
午
。全
３
回
。簡
単
な
文
章
入

力
が
で
き
る
　
歳
以
上
の
市
民
。　

20

20

人（
抽
選
）。テ
キ
ス
ト
代
　
円
。②
シ

500

ニ
ア
世
代
地
域
参
加
支
援
事
業
「
男

の
家
庭
料
理
」…
３
月
８
日
醤
、　
日
15

醤
　
時
～
　
時
。全
２
回
。市
民
か
市

11

14

内
在
勤
で
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
男

55

性
。　
人（
抽
選
）。材
料
費
千
　
円
。

16

900

①
は
２
月
　
日
鐘
必
着
で
往
復
は
が

25

き（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）

か
返
信
用
は
が
き
を
持
参
で
、
②
は

２
月
　
日
鐘
ま
で
に
電
話
か
直
接
〒

25

　
 
０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田

278

168

公
民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
寺
子
屋
講
座
　
①
岡
田
晃
次
氏

（
科
学
教
育
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）に
よ

る
仕
事
人
講
話
「
試
行
錯
誤
を
楽
し

む
科
学
教
育
」。②
郷
土
博
物
館
学
芸

員
に
よ
る
芸
道
文
化
講
座
「
古
文
書

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
《
入
門
編
》」。

い
ず
れ
も
３
月
　
日
醤
　
時
　
分
～

15

13

30

　
時
　
分
市
民
会
館
で
。先
着
　
人
。

15

30

20 －

－

－

－

－

費
用
一
般
　
円
、
学
生
　
円
、
５
歳

500

250

～
小
学
生
　
円
。
事
前
に
 
野
田
文

100

化
広
場
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
普
通
救
命
講
習
会
　
３
月
　
日
鞘

20

　
時
　
分
～
　
時
　
分
関
宿
総
合
公

13

30

16

30

園
体
育
館
で
。
人
工
呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど
。
受
講
後
「
普
通

救
命
講
習
修
了
証
」
を
交
付
。
市
民

か
市
内
在
勤
、
在
学（
高
校
生
以
上
）

の
方
。
先
着
　
人
。
２
月
　
日
鞘
～

30

20

３
月
６
日
鞘
に
直
接
同
体
育
館
☎
７

１
９
８
 
８
５
０
０
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
た
ん
ぽ
ぽ
作
品
展
　
２
月
　
日
鍾

17

～
　
日
鞘
９
時
～
　
時
（
最
終
日
は

20

17

　
時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ

16ラ
リ
ー
で
。
市
内
小
中
学
校
の
特
別

支
援
学
級
と
県
立
野
田
特
別
支
援
学

校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
絵
画
や
陶
芸

作
品
な
ど
。
問
指
導
課

◆
む
ら
さ
き
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
写
真

展
　
２
月
　
日
上
～
３
月
１
日
醤
９

21

時
～
　
時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

17

リ
ー
で
。
半
切
約
　
点
。
問
吉
澤
☎

48

７
１
２
９
 
７
４
７
０

◆
運
河
塾「
湿
地
の
生
態
学
」　
２
月

　
日
上
　
時
　
分
～
　
時
　
分
流
山

21

13

30

16

40

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
講
演
と

フ
リ
ー
ト
ー
ク
。
先
着
　
人
。
資
料

70

代
　
円
。
当
日
会
場
受
付
。
問
小
瀧

300
☎
７
１
５
３
 
９
９
５
５

－

－

－

－

◆
童
謡
の
会
　
２
月
　
日
醤
　
時
　

22

13

30

分
～
　
時
　
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。「
早
春
 賦
 」
や
「
ど
こ

ふ

か
で
春
が
」な
ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。

楽
譜
が
必
要
な
方
の
み
　
円
。
当
日

300

会
場
受
付
。
問
清
水
☎
７
１
２
２
 

３
９
５
１

◆
戦
争
か
た
り
べ
の
会
　
２
月
　
日
23

鉦
　
時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館

13

30

16

で
。
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
く
。
先

着
　
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
日
佐

50
戸
☎
７
１
２
２
 
１
４
１
８

◆
ツ
イ
ン
マ
ザ
ー
交
流
会
　
２
月
　24

日
鍾
　
時
　
分
～
正
午
野
田
健
康
福

10

30

祉
セ
ン
タ
ー
で
。
保
護
者
同
士
の
情

報
交
換
な
ど
。
双
生
児（
多
胎
児
）を

妊
娠
・
出
産
さ
れ
た
方
。
当
日
会
場

受
付
。
問
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
４

 
８
１
５
５

◆
保
育
所
っ
子
展
示
会
　
３
月
４
日

鐘
～
　
日
鍾
９
時
～
　
時
（
最
終
日

10

17

は
　
時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ

13
ャ
ラ
リ
ー
で
。「
わ
ん
ぱ
く
お
し
ゃ
ま

な
保
育
所
っ
子
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

写
真
や
絵
な
ど
。
子
育
て
相
談
も
あ

り
。
問
児
童
家
庭
課

◆
子
ど
も
館
映
画
会
　
３
月
７
日
上

　
時
～
　
時
　
分
南
部
梅
郷
公
民
館

13

15

10

で
。「
レ
ミ
ー
の
お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ

ン
」
の
上
映
。
当
日
会
場
へ
。
問
う

め
さ
と
子
ど
も
館
☎
７
１
２
４
 
９

１
０
６

－

－

－

－

京



皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎社会教育振興資金に…諮１０万円＝花山流
則寿会５周年記念発表会実行委員会代表
花山琴則華様
◎清水学童保育所に…諮１輪車１台＝舘賢
一様（中野台）

◆
山
中
直
治
コ
ン
サ
ー
ト
　
３
月
　14

日
上
　
時
～
　
時
　
分
郷
土
博
物
館

14

15

30

で
。
野
田
市
出
身
の
童
謡
作
曲
家
山

中
直
治
の「
つ
ば
め
」や
「
野
田
は
よ

い
と
こ
」な
ど
の
歌
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、

日
舞
。
当
日
会
場
へ
。
問
 
野
田
文

化
広
場
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１

◆
E
ボ
ー
ト
で
い
い
気
分
　
３
月
　15

日
醤
９
時
　
分
～
　
時
　
分
県
立
関

30

15

30

宿
城
博
物
館
で
。
関
宿
 水
  閘
  門
 か
ら

す
い
 こ
う
 も
ん

関
宿
滑
空
場
ま
で
の
江
戸
川
を
下
る
。

先
着
　
人
。
２
月
　
日
醤
か
ら
同
館

20

15

☎
７
１
９
６
 
１
４
０
０
へ

◆
花
の
会
野
田
・
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
　
３
月
　
日
障
８
時
　
分
文
化
会

19

30

館
駐
車
場
出
発
、　
時
　
分
帰
着
。

17

30

筑
波
梅
林（
つ
く
ば
市
）の
見
学
。
市

民
。
先
着
　
人
。
費
用
３
千
円
（
昼

27

食
代
な
ど
）。２
月
　
日
醤
　
時
　
分

22

10

30

－

－

か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ノ
ア

店（
郵
便
局
前
）定
例
花
頒
布
会
場
で

受
付
。
問
沼
田
☎
７
１
２
９
 
５
３

８
２（
　
時
～
　
時
）

18

21

◆
青
少
年
柔
剣
道
大
会
　
４
月
　
日
26

醤
９
時
　
分
か
ら
総
合
公
園
体
育
館

30

で
。ク
ラ
ス
別
に
個
人
戦
と
団
体
戦
。

市
民
か
、
市
内
在
勤
・
在
学
、
野
田

柔
道
会
・
野
田
市
剣
道
連
盟
加
盟
で

　
歳
以
下
の
方
。
３
月
６
日
鞘
ま
で

30に
電
話
で
柔
道
の
部
は
山
口
☎
７
１

２
７
 
１
１
１
１
（
西
武
台
千
葉
高

校
内
）、剣
道
の
部
は
篠
木
☎
７
１
２

２
 
１
６
１
２
へ
。
問
青
少
年
課

募
　
集

◆
興
風
会
長
寿
大
学
受
講
生
　
期
間

は
４
月
か
ら
の
２
年
間
（
１
年
間
　14

日
程
度
）。　
歳
以
上
の
市
民
。
年
間

60

－

－

－

受
講
料
２
千
円
。　
人（
抽
選
）。
３

40

月
１
日
醤（
消
印
有
効
）ま
で
に
は
が

き
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月

日
・
☎
・
性
別
を
明
記
）
で
〒
　
 
278

０
０
３
７
野
田
　
興
風
会
館
内
興
風

250

会
長
寿
大
学
事
務
局
☎
７
１
２
２
 

２
１
９
１
へ

◆
各
種
健
診
・
教
室
の
臨
時
専
門
職

員
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
乳
幼
児
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
、

歯
み
が
き
教
室
、
新
生
児
・
妊
産
婦

訪
問
な
ど
で
補
助
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
。
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

歯
科
衛
生
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
が

必
要
。
３
月
　
日
鉦
ま
で
に
保
健
セ

16

ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

◆
平
成
　
年
度
保
育
所
の
臨
時
職
員

21

登
録
者
　
①
臨
時
保
育
士
（
要
保
育

士
資
格
）
②
昼
時
間
帯
勤
務
保
育
士 －－

－

（
保
育
士
資
格
取
得
者
優
先
）③
朝
勤

務
保
育
指
導
員
④
夕
方
勤
務
保
育
指

導
員
⑤
調
理
員
補
助
⑥
用
務
員
。
勤

務
場
所
は
い
ず
れ
も
市
内
保
育
所

（
あ
た
ご
・
南
部
・
尾
崎
・
古
布
内
保

育
所
を
除
く
）。い
ず
れ
も
有
給
休
暇

あ
り
、
通
勤
手
当
支
給
。
①
⑥
の
み

社
会
保
険
加
入
。
問
児
童
家
庭
課

審
議
会
・
そ
の
他

◆
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
推
進
等
委
員
会
の
傍

聴
　
２
月
　
日
鞘
　
時
　
分
か
ら
市

20

13

30

役
所
８
階
大
会
議
室
で
。先
着
　
人
。

10

　
時
か
ら
受
付
。
問
高
齢
者
福
祉
課

13◆
野
田
市
障
害
者
基
本
計
画
推
進
協

議
会
の
傍
聴
　
２
月
　
日
鞘
　
時
　

27

13

30

分
か
ら
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
総
合
福
祉
会
館
内
）で
。

先
着
５
人
。　
時
か
ら
受
付
。
問
社

13

会
福
祉
課

◆
野
田
市
立
図
書
館
協
議
会
の
傍
聴

　
２
月
　
日
鞘
　
時
　
分
か
ら
興
風

27

13

30

図
書
館
で
。
先
着
５
人
。　
時
か
ら

13

受
付
。
問
興
風
図
書
館
☎
７
１
２
３

 
７
６
１
１

◆
野
田
失
語
症
訓
練
・
相
談
会
　
３

月
２
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆
興
風
・
南
・
北
・
せ
き
や
ど
図
書

館
の
臨
時
休
館
　
３
月
２
日
鉦
～
　10

日
鍾
は
蔵
書
点
検
や
電
算
シ
ス
テ
ム

点
検
の
た
め
４
館
と
も
休
館
に
。
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
も

不
可
。
問
興
風
図
書
館
☎
７
１
２
３

 
７
６
１
１

－

－

－

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：１５４件　　　　前年比（－１８件）
空き巣　 ９件（－４件）　忍び込み　４件（－２件）
ひったくり　 １７件（＋１４件）　自動車盗　４件（±０件）
自転車盗　   ２５件（＋１４件）　車上狙い　  １５件（＋７件）
その他　　８０件（－４７件）

野田警察署管内（平成２１年１月３１日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：５６件　　　前年比（－１０件）
死亡者　０人（－１人）　負傷者　６７人（－９人）

野田警察署管内（平成２１年１月３１日現在）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
１月の発生件数：５件　　２１年累計（５件）
建物火災　３件（３件）　　林野火災　０件（０件）
車両火災　０件（０件）　　そ　の　他　２件（２件）

　市内に住民登録や外国人登録をしてい
る世帯には、毎年２月末日の住民基本台
帳などをもとに、世帯主あてに、翌年度
分の指定ごみ袋の無料引換券を、３月中
に郵送します。
　引換券は、「１０枚券」と「２０枚券」があり
ます。指定ごみ袋取扱店で、「可燃ごみ
専用」か「不燃ごみ専用」の指定袋に引き
換えてください。
　一度引き換えると交換できませんの
で、一度に全部引き換えず、計画的に引
き換えるようにしてください。
　また、その年度の引換券は、３月３１日
までしか引き換えることができません
が、余った券は、２月からトイレットペ
ーパーと交換することができます（９面
参照）。
　トイレットペーパーは、皆さんから資
源として出された牛乳パックなどの古紙
を再利用したものです。

指定ごみ袋無料引換券

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

供
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市報のだ　第１０３８号　平成２１年２月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５６,９５９人／男＝７８,８９６人、女＝７８,０６３人／世帯数６０,３８０世帯 （Ｈ２１．２．１現在）

 紳  太  郎 くん・
しん た ろう

 咲 
しょう

 子 ちゃん 
こ

（１９.９.２２生）   （１７.４.２１生）  
〔赤澤康弘・妙子さん（長男・長女）・野田〕

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

私の妻は、一年前友人
から２０万円借りている

ので、夫の私に返済の請求が
ありました。私は、妻の借金
を返すべきなのでしょうか。
借金が何の趣旨である
ものか、はっきりしま

せんが、民法上の夫婦別財
産制の原則は、債務につい
てもあてはまりますので、
夫の借金は夫だけの債務、
妻の借金は妻だけの債務で、
お互いに関係はありません。
　しかし、仮に、借金を生
活費にあてる必要から借り
たということであれば、民
法では、「夫婦の一方が日常

の家事に関して第三者と法
律行為をしたときは、他の
一方は、これによって生じ
た債務について、連帯して
その責任を負う」と規定し
ていますので、日常家事に
よって生じた債務は、夫も
連帯責任を負うことになり
ます。
　なお、日常家事の債務に
は、食費や被服費、家賃、
光熱費など結婚生活を維持
していくうえで必要な費用
の債務すべてが入りますが、
高級衣料や高額な装飾品な
どの購入は、日常家事とは
いえません。

Ｑ

Ａ

妻の借金を
 夫は支払う義務があるか

《相談》「地上デジタル放送になるので、ケー
ブルテレビに加入しないとテレビが見られな
くなる」とケーブルテレビ会社が契約をせまっ
てきます。本当なのでしょうか。

《アドバイス》２０１１年７月にアナログ放送は
終了しますが、ケーブルテレビに加入しない
とテレビが見られないわけではありません。
　デジタル放送を見るには、①デジタル放送対
応のテレビを買う、②所有のテレビにデジタル
チューナーをつける、③ケーブルテレビ会社と
契約して視聴するなどの方法があります。
　購入・契約の前に、費用などを慎重に検討
してください。詳しくは、総務省地デジコー
ルセンター（☎０５７０－０７－０１０１）か、消費生活
センターにお問い合わせください。

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　３月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・１日日、４日水、６日金…１０時～
　・８日日…１５時３０分～　
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・１日日、３日火、５日木…１０時～
　・１日日…１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・４日水、７日土、１１日水
　　　　　　　　…１１時、１３時、１７時、１９時～
　

※いずれも対象は高校生以上
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

 杏 ちゃん・ 
あんず

 瑛  汰 くん・
よう た

 汰  樹 くん
たい き

 （１３.１０.１８生） （１９.１１.６生） （１６.９.４生）  
〔山地博・展子さん（長女・三男・二男）・中里〕

地上デジタル放送への移行

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
む
ら
さ
き
の
里

野
田
ガ
イ
ド
の
会
」（
染
谷
 慧
 会
長
）で
は
、
1
月
　

さ
と
し

23

日
、
平
成
　
年
の
結
成
以
来
、
案
内
し
た
方
が
の
べ

16

1
万
人
と
な
っ
た
。

　
同
会
は
、
社
会
教
育

課
主
催
の
講
座
が
き
っ

か
け
で
設
立
。

　
当
日
案
内
し
た
流
山

市
の
料
理
サ
ー
ク
ル
　14

人
に「
１
万
人
達
成
」が

突
然
告
げ
ら
る
と
、驚
き

の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

“
野
田
の
案
内
役
”

　
  結
成
５
年
目
で
１
万
人
突
破

市民会館庭園で記念の賞状などを贈呈

関
根
名
人
ゆ
か
り
の
地
で

　
　
　
手
に
汗
を
に
ぎ
る
大
熱
戦

　
市
で
は
合
併
５
周
年
を
記
念
し
、
日
本
将
棋
連
盟

や
新
聞
社
と
の
共
催
で
、将
棋
の
タ
イ
ト
ル
戦「
ア
ル

ゼ
杯
第
　
期
女
流
名
人
位
戦
５
番
勝
負
・
第
２
局
」

35

を
、２
月
１
日
、関
根
名

人
記
念
館
で
開
催
し
た
。

　
矢
内
女
流
名
人
と
清
水

女
流
王
将
の
名
勝
負
を
一
目

見
よ
う
と
、大
阪
や
兵
庫
な

ど
全
国
か
ら
愛
棋
家
も
。

プ
ロ
棋
士
に
よ
る
大
盤
解

説
会
も
行
わ
れ
、会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

「両者の気迫がものすごい」と観戦者



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
利
用
方
法

①
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
で
市

に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
が
な

い
か
審
査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希
望

者
は
直
接
、
提
供
者
に
連
絡
・
交
渉
す

る
、と
い
う
形
で
す
。提
供
者（
希
望
者
）

は
、
は
が
き
に
①
品
物
名
、
②
購
入
年
、

③
住
所
、④
氏
名（
ふ
り
が
な
）、⑤
連
絡

方
法
、⑥
金
額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記

入
。「
譲
り
ま
す
」の
価
格
応
談
は
不
可
）

を
記
入
し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田

278

市
役
所
清
掃
計
画
課「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

コ
ー
ナ
ー
」係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

３
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

◆
ご
み
収
集
＝
　
日
鞘
は
収
集
し
ま
す

20

◆
資
源
回
収
＝
　
日
鞘
は
実
施
し
ま
す

20

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

―

―

―

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

品
　
物
　
名

女
子
用
ラ
ン
ド
セ
ル

学
習
机

健
康
器
具

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ

ソ
コ
ン

マ
タ
ニ
テ
ィ
服

授
乳
用
品

男
児
用
新
生
児
服

ベ
ビ
ー
カ
ー
A
型

学
習
机

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

整
理
タ
ン
ス

雛
人
形
（
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
入
り
）

五
月
人
形（
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
入
り
）

羽
子
板
（
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
入
り
）

破
魔
弓
（
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
入
り
）

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

チ
ェ
ア
ー

電
子
レ
ン
ジ

三
輪
車

大
人
用
金
属
バ
ッ
ト

電
動
自
転
車

ペ
ン
ダ
ン
ト
型
照
明

羽
子
板
（
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
入
り
）

人
形
（
藤
娘
・
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
）

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

ア
ル
ミ
製
脚
立

購
入
年

不
明

平
成
５

平
成
　１９

平
成
　18

平
成
　１９

不
明

昭
和
　62

昭
和
　59

昭
和
　61

昭
和
　59

平
成
　18

平
成
　１７

平
成
　１０

不
明

不
明

平
成
　18

不
明

不
明

希
望
金
額

１
万
円

無
料

５
千
円

１
万
７
千
円

無
料

２
千
円

３
千
円

　
円
500無

料
無
料

１
脚
千
円

無
料

無
料

　
円
500３

万
円

無
料

無
料

備
　
　
　
考

新
品

説
明
書
な
ど
あ
り

デ
ル
製
・
　
イ
ン
チ

17

モ
ニ
タ
ー
付
き
・
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
X
P

パ
ジ
ャ
マ
、ジ
ャ
ン
パ

ー
ス
カ
ー
ト
な
ど
　20

着
・
L
サ
イ
ズ
以
上

ミ
ル
カ
ー
、電
子
レ
ン

ジ
消
毒
バ
ッ
グ
な
ど

サ
イ
ズ
　
㎝
・
手

７０

袋
、
靴
下
な
ど

ア
ッ
プ
リ
カ
製
・
品

番
９
２
９
８
９
・
シ

ョ
コ
ラ
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
ブ
ラ
ッ
ク

幅
　
㎝
×
奥
行
き

80
　
㎝
×
高
さ
　
㎝

40

60

幅
　
㎝
×
奥
行
き

７６
　
㎝
×
高
さ
　
㎝

４６

６８

幅
　
㎝
×
奥
行
き

３６
　
㎝
×
高
さ
　
㎝

２３

７５

幅
　
㎝
×
奥
行
き

３５
　
㎝
×
高
さ
　
㎝

２６

７５

２
脚
あ
り
・
１
歳

用
か
ら
調
整
可
能
・

色
ナ
チ
ュ
ラ
ル

サ
ン
ヨ
ー
製
・
ワ

イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン

E
M
M
　
T
５３０

色
ブ
ル
ー
・
手
押
し
付
き

ナ
シ
ョ
ナ
ル
製

直
径
　
㎝
３５

未
使
用
・
オ
ル
ゴ

ー
ル
付
き
・
幅
　３３

㎝
×
奥
行
き
　
㎝
２２

×
高
さ
　
㎝
７０

未
使
用
・
幅
　
㎝
４０

×
奥
行
き
　
㎝
×

３０

高
さ
　
㎝
５２

未
使
用
・
オ
フ
ロ

ー
ド
カ
ー
用
・
　２１５

－

　
イ
ン
チ

１５
高
さ
　
㎝
１８０

連
　
絡
　
先

小
澤
緯
７
１
３
８
・
０
５
６
６

山
崎
緯
７
１
２
２
・
０
０
７
１

冨
高
緯
７
１
０
０
・
３
４
４
０

関
根
緯
７
１
２
７
・
３
６
３
２

田
口
緯
　
・
４
１
３
１
・
０
３

090

６
４
、
取
り
に
来
ら
れ
る
方

紅
林
緯
７
１
２
９
・
０
８
８
４

（
留
守
番
電
話
に
要
件
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
）、取
り
に
来
ら
れ
る
方

鈴
木
緯
７
１
２
３
・
３
８
６
７
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

岡
野
緯
７
１
２
４
・
８
２
３
６
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

金
子
緯
７
１
２
２
・
３
７
０
０
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

戸
辺
緯
７
１
２
３
・
２
５
７
４

高
橋
緯
７
１
０
０
・
１
９
８
５

（
　
時
以
降
）

１９

【
譲
り
ま
す
】

品
　
物
　
名

掃
除
機

三
輪
車

男
児
用
靴

男
児
用
布
団

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

算
数
セ
ッ
ト

油
粘
土

粘
土
板

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

男
児
用
服
上
下

第
二
中
学
校
男
子
制

服
な
ど
一
式

自
転
車

希
望
金
額

無
料

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

備
　
　
　
　
考

自
走
式
１
台
・
手
押
し
付

き
１
台

　
㎝
１５保

育
園
昼
寝
用

１
歳
～
３
歳
用

サ
イ
ズ
　
㎝
１３０

サ
イ
ズ
　
㎝
・
制
服
上
下
・

１６０

体
操
服
・
ジ
ャ
ー
ジ

　
～
　
イ
ン
チ

２６

２７

連
　
　
絡
　
　
先

逆
井
緯
　
・
３
４
５
０
・
６
７
３
３

090

（
　
時
～
　
時
）

１０

１９

ワ
タ
ナ
ベ
緯
７
１
２
０
・
０
７
５
５

江
田
緯
　
・
６
０
４
９
・
３
４
２
６

090

（
　
時
～
　
時
）

１９

２０

戸
辺
緯
７
１
２
３
・
２
５
７
４

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予
定
日

時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象（
な
い
も
の
は

初
心
者
、老
若
男
女
問
わ
ず
）・
会
費（
月
は
月

会
費
、○年 
は
年
会
費
、○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

◆
レ
イ
ピ
カ
ケ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　
毎
月

第
１
～
３
鐘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
北

13

30

15

30

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。女
性
。月
３
千

　
円
。
戸
﨑
☎
７
１
２
９
 
６
０
９
３

300◆
水
引
ク
ラ
ブ（
水
引
細
工
）　
毎
月
第

２
・
４
障
９
時
　
分
～
正
午
中
央
公
民

30

館
で
。
１
回
千
円
。
福
島
☎
　（
　
）６

048
746

４
３
０

◆
シ
ュ
テ
ィ
ン
メ（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）　

毎
週
上
　
時
～
正
午
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

10

―

会
館
か
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
月
３
千

円
。
佐
藤
☎
７
１
２
５
 
７
６
２
３

◆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
　
毎
月
第
３
醤
　
時
～
正
午
中

10

央
公
民
館
で
。月
２
千
　
円
。河
原
☎
　

500

090

 
９
３
１
３
 
８
６
１
５

◆
 彩
趣
 会（
油
絵
・
水
彩
画
）　
毎
月
第

さ
い
し
ゅ

２
・
４
鞘
　
時
～
　
時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ

14

17

ィ
会
館
で
。
○年 
３
千
円
。
打
田
☎
７
１

２
９
 
３
６
３
０

◆
マ
イ
体
操（
健
康
体
操
）　
①
毎
週
鐘

９
時
　
分
～
　
時
谷
吉
会
館
で
。
②
毎

30

11

週
障
　
時
～
　
時
　
分
東
部
公
民
館

10

11

30

で
。
い
ず
れ
も
女
性
。
月
３
千
円
。
桝

田
☎
　
 
９
３
６
４
 
８
９
６
９

090

◆
 雲
雀
 ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
　
毎
月
第

ひ
ば
り

―

―

―

―

―

―

１
・
２
・
４
鞘
　
時
～
　
時
中
央
コ
ミ
ュ

13

15

ニ
テ
ィ
会
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。月
千

　
円
。小
嶋
☎
７
１
２
２
 
５
２
６
３

500◆
野
田
バ
レ
エ（
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
）

　
毎
週
鞘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南
コ

16

30

18

30

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。３
歳
～
中
学
生
。

月
３
千
円
。
河
合
☎
７
１
２
９
 
７
５

７
１

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
C
S
K
（
社
交
ダ

ン
ス
）　
毎
週
醤
　
時
～
　
時
南
部
梅

13

15

郷
公
民
館
で
。
月
３
千
円
。
齊
藤
☎
７

１
３
８
 
１
２
３
６

◆
 篆
刻
 同
好
会
　
毎
月
第
２
障
　
時

て
ん
こ
く

13

　
分
～
　
時
　
分
関
宿
南
部
公
民
館

30

15

30

で
。
３
か
月
で
５
千
円
。
山
田
☎
７
１

２
９
 
４
８
０
３

―

―

―

―

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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          ）
で
も
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

※
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証

明
書（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）な
ど
を

お
持
ち
の
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
定
申
告
が
簡
単
に
で
き
る
ｅ
 
Ｔ
ａ

ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
：
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
＝http://w

w
w
.e-tax.

        
 
 
        

nta.go.jp

         ）の
利
用
が
で
き
ま
す
。

市
・
県
民
税
申
告
書
の
作
成
相
談
会
も

【
日
程
・
会
場
】
表
の
と
お
り

【
相
談
時
間
】
９
時
～
正
午
と
　
時
～

13

　
時
　
分
（
事
前
予
約
は
不
要
）

15

30

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
予
定
よ
り
早
く

受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

―

※
期
限
内
に
申
告
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
時
に
受
領

で
き
な
い
な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
ま
す
。

※
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提

出
（
予
定
も
含
む
）
し
た
方
や
、
勤
務

先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
内
容
に
変
更

の
な
い
方
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
を
さ
れ

て
い
な
い
方
や
、年
金
収
入
の
み
の
方
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
の
所
得
税
の

確
定
申
告
の
相
談
は
、
市
主
催
の
申
告

書
作
成
相
談
会
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】
給
与
や
年
金

の
源
泉
徴
収
票（
原
本
）、報
酬
等
の
支
払

調
書（
原
本
）、生
命
保
険
・
地
震
保
険
の

控
除
証
明
書（
原
本
）、国
民
年
金
保
険

料
の
控
除
証
明
書
か
領
収
証
書
の
原
本

（
添
付
が
必
要
）、国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
書
な
ど
支
払
額
の
わ
か
る
も
の
、そ
の

他
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
分
か
る
書

類
、印
鑑
、黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
、電
卓
な
ど

※
市
・
県
民
税
の
申
告
書
を
作
成
し
た

方
は
、
添
付
資
料
と
一
緒
に
市
役
所
課

税
課
へ
郵
送
か
申
告
会
場
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
で
控
え
が
必
要
な
場

合
は
、
切
手
を
貼
り
、
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
・
県
民
税
の
こ
と
は
課

税
課
市
民
税
係
、
所
得
税
の
こ
と
は
柏

税
務
署
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１
　

―

て
い
て
、
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

な
ど

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
郵
送
で
提

出
す
る
場
合
は
、
直
接
柏
税
務
署
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
控
え
が
必
要
な
方

は
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用

封
筒
に
切
手
を
貼
り
、
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
４
月
中
旬

ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
柏
税
務
署
で
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
２

月
　
日
醤
、
３
月
１
日
醤
に
限
り
、
所

22
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
（
個
人
）
申

告
書
の
、
①
用
紙
配
付
、
②
作
成
相
談
、

③
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

        

　
２
月
　
日
鉦
か
ら
３
月
　
日
鉦
ま
で

16

16

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民

税
の
申
告
期
間
で
す
。
申
告
期
限
間
際

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、税
理
士
に
よ
る
、無
料
確
定
申

告
書
作
成
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
は
、
内
容
に
よ
っ

て
は
、
各
申
告
書
作
成
相
談
会
場
で
は

受
付
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
要

件
を
確
認
の
う
え
、
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談
会

【
日
程
・
会
場
】
２
月
　
日
鉦
９
時
　

16

30

分
～
正
午
と
　
時
～
　
時
　
分
・
中
央

13

15

30

公
民
館
で
（
事
前
予
約
は
不
要
）

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
予
定
よ
り
早
く

受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】
小
規
模
納
税
者
で
所
得
税

と
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
、
年
金

受
給
者
と
給
与
所
得
者
で
所
得
税
の
申

告
を
さ
れ
る
方

※
株
式
や
土
地
、
建
物
の
譲
渡
所
得
の

あ
る
方
や
贈
与
、
相
続
税
に
該
当
す
る

方
、
申
告
内
容
が
複
雑
な
方
は
、
柏
税

務
署
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
無
料
確
定
申
告
書
作
成
相
談
会
で

は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
平
成
　
年
１
月
１
日
に
野

21

田
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

◎
所
得
税
は
生
じ
な
い
が
、収
入
の
あ
る
方

◎
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
な
い
方

※
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
算
定
資
料
と
な
る
ほ
か
、

児
童
扶
養
手
当
や
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
の
受
給
、
市
営
住
宅
入
居
申
請

の
際
に
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
失
業

給
付
金
な
ど
の
非
課
税
所
得
だ
け
の
方

な
ど
、該
当
す
る
場
合
は
収
入
が
な
く
て

も（
収
入
０
円
）申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
柏
税
務
署
へ

【
対
象
者
】
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

◎
事
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不
動
産
所

得
な
ど
の
あ
る
方

◎
株
式
や
土
地
、
建
物
な
ど
の
譲
渡
が

あ
っ
た
方

◎
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
…
①
給
与
収
入
額
（
年

収
）
が
２
千
万
を
超
え
る
方
、
②
給
与

を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が
　
万
円
を
超
え
る
方
、

20

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

て
、
主
で
な
い
給
与
の
収
入
額
と
給
与

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
　20

万
円
を
超
え
る
方
、
④
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除

な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
、

⑤
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や
中
途
退
職

な
ど
で
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い

な
い
方

◎
給
与
所
得
者
以
外
で
、
所
得
税
を
納
め

２
月
　
日
か
　
　
ら 
申
告
を
受
付

１６
 所
得
税
は
柏
税
務
署
で

   市
・
県
民
税
は
中
央
公
民
館
な
　

　
ど 
で

■市主催の申告書作成相談会日程

日
　
　
付

２
月
　
日
月
～
　
日
金

16

20

２
月
　
日
日

22

２
月
　
日
月
～
　
日
金

23

27

３
月
１
日
日

３
月
２
日
月
～
　
日
月

16

※
土
・
日
を
除
く

会
　
　
場

中
央
公
民
館
、関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
）

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館
、関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
）

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館
、関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
）

※混雑状況により、午前・午後とも、早め
に受付を終了する場合があります。



２７７
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時
怯休日急患歯科診療…９時～正午

　
治
療
は
、
ま
ず
は
規
則
正
し
い
生
活
や
食
事
を
と

る
こ
と
で
す
。
甘
い
物
の
取
り
過
ぎ
は
皮
脂
の
分
泌

を
増
加
す
る
の
で
控
え
て
、
夜
更
か
し
も
や
め
ま
し

ょ
う
。

　「
に
き
び
」
が
で
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
余
分
な
皮
脂

を
洗
い
流
す
こ
と
が
必
要
で
「
ぬ
る
ま
湯
」
で
ま
め

に
洗
顔
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
で
は
、
油
分
の
多
い
乳
液
や
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
を
使
う
の
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
薬
は
、
抗
生
物
質
の
入
っ
た
軟
膏
や
ロ
ー
シ
ョ
ン

を
外
用
し
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
抗
生
物
質
の
内
服
も

し
ま
す
。
最
近
で
は
、
詰
ま
っ
た
毛
穴
の
 角
化
 を
抑

か
く
か

制
す
る
外
用
薬
が
開
発
さ
れ
有
効
で
す
。（
Y
・
F
）

　
に
き
び

　
思
春
期
に
な
る
と
、
血
液
中
に
性
腺
ホ
ル
モ
ン
が

多
く
分
泌
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
男
性
ホ
ル
モ

ン
が
男
女
と
も
に
増
加
し
ま
す
。

　
男
性
ホ
ル
モ
ン
は
皮
脂
腺
を
活
性
化
す
る
た
め
、

皮
脂
の
分
泌
が
激
し
く
な
り
、
さ
ら
に
毛
穴
が
体
質

や
不
潔
な
ど
に
よ
り
ふ
さ
が
る
た
め
、 毛
包
 内
に
皮

も
う
ほ
う

脂
が
溜
ま
り
ま
す
。

　
ニ
キ
ビ
 桿
菌
 や
皮
脂
表
面
の
細
菌
は
、
詰
ま
っ
た

か
ん
き
ん

皮
脂
を
栄
養
源
と
し
て
増
え
、
結
果
、
詰
ま
っ
た
毛

穴
の
周
囲
に
炎
症
が
起
き
て
赤
く
は
れ
「
に
き
び
」

を
作
り
ま
す
。

　
な
お
、
実
施
す
る
医
療
機
関
や
実
施
日
な
ど
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
講
演
会

　
２
月
　
日
鞘
　
時
　
分
か
ら
　
時
に
は
、
市
役
所

27

13

30

15

８
階
大
会
議
室
で
、足
立
香
代
子
氏（
せ
ん
ぽ
東
京
高

輪
病
院
栄
養
管
理
室
長
）に
よ
る「
食
事
で
防
ぐ
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
９
日
鉦
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
と
　23

日
鉦
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
は
、　
時
　
分
か
ら

13

30

　
時
　
分
ま
で
、中
島
一
郎
氏（
国
際
武
道
大
学
体
育

15

30

学
部
長
）に
よ
る
「
心
も
は
ず
む
、
体
に
や
さ
し
い
健

康
づ
く
り
の
運
動（
運
動
と
生
活
習
慣
病
）と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
保

健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

は
、１
期
が
満
１
歳
か
ら
２
歳
未
満
、２
期
が
平
成
　
年
14

４
月
２
日
か
ら
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、３
期
が
７
年

15

４
月
2
日
か
ら
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、４
期
が
２
年

４
月
２
日
か
ら
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
す
。

　
今
年
度
の
接
種
期
限
は
３
月
　
日
ま
で
す
。
対
象

31

者
に
は
個
別
に
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
接
種

期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
費
用
は
全
額
自
己
負
担

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

入
園
・
入
学
前
に
予
防
接
種
を

　
２
月
　
日
上
～
３
月
８
日
醤
を
「
子
ど
も
予
防
接

28

種
週
間
」
と
し
て
、
通
常
の
診
療
時
間
に
予
防
接
種

が
受
け
に
く
い
方
を
対
象
に
、
休
日
の
予
防
接
種
や

相
談
を
行
い
ま
す（
予
防
接
種
は
予
約
が
必
要
）。

　
入
園
・
入
学
を
控
え
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
な
ど
、

接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
き
ざ
し
が

み
ら
れ
、
市
内
の
小
学
校
で
も
１
月
に
学
級
閉
鎖
が

発
生
し
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、

突
然
の
高
熱
や
頭
痛
、
関
節
痛
な
ど
、
通
常
の
か
ぜ

に
比
べ
て
全
身
へ
の
症
状
が
強
く
、
気
管
支
炎
や
肺

炎
な
ど
を
併
発
し
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
か
ぜ
の
予
防
に
は
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
、
高
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
に

は
、
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
手
洗
い
と
う
が
い
を
　
ウ
イ
ル
ス
は
、
空
気
や
人

の
手
を
伝
わ
っ
て
感
染
し
ま
す
。外
か
ら
帰
っ
た
ら
、

必
ず
手
洗
い
と
、
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
十
分
な
休
養
と
栄
養
を
　
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、

早
寝
・
早
起
き
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
も
大
切
で
す
。

③
人
ご
み
は
避
け
て
　
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
こ

ろ
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
不
必
要

な
外
出
を
避
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

④
マ
ス
ク
の
装
着
を
　
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
の
ど
の
粘
膜
を
保
護
し
ま
す
。

⑤
室
内
を
乾
燥
さ
せ
な
い
　
空
気
の
乾
燥
は
ウ
イ
ル

ス
を
繁
殖
さ
せ
、
の
ど
を
痛
め
や
す
く
し
ま
す
。
湿

度
は
　
～
　
パ
ー
セ
ン
ト
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

50

60

⑥
体
を
鍛
え
る
　
散
歩
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
体
力
や

抵
抗
力
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

　
今
年
度
の
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の
対
象
者

 手
洗
い
や
う
が
い
の
徹
底
で

　
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
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３
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３０

／
関
宿
南
部
公
民
館
＝
毎
月
第
１
日
曜
日
／
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◎
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野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※１ 療育相談は整形外科的心配のある
１８歳未満の方が対象です。
※２ エイズ検査は、クラミジア、梅
毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査も同時に
検査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談歯　　　科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

３
月 受付：９時３０分

　　　～１１時３０分
会場：下記会場

受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時
会場：下記会場

　（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、３歳６か
月で通知
５歳児健康診査は、幼稚園や
保育所などで健診を受ける機
会のない児童（申込制）
両親学級の申し込みは電話で
会場：下記会場

受付：ＢＣＧ予防接種のみ＝１３
時１５分～１３時４５分／ポリオ＝１３
時１５分～１４時１５分
会場：下記会場
麻しん風しん混合、ジフテリア
百日せき破傷風、ジフテリア破
傷風、日本脳炎は各医療機関で
実施中

◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３-５９１１）／◯内 ＝豊泉医院（緯７１２９-３８１３）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５-１０７０）日１
両親学級Ⅰ①
（保健センター）月２

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）１歳６か月児健康診査
（保健センター）火３

エイズ検査９時～１０時、１７時３０分～１９時００分（予
約制・匿名・無料）※２

１歳６か月児健康診査
（保健センター）水４

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）七光台会館２歳３か月児歯科相談
（保健センター）木５
２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金６

土７
◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５-２０１１）／◯内 ＝石井医院（緯７１２２-２４３４）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７-１１３５）日８

両親学級Ⅰ②
（保健センター）

ポリオ
（関宿保健センター）月９

女性のための健康相談１３時１５分～１６時（予約制）関宿保健センター火１０
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）２歳３か月児歯科相談

（関宿保健センター）
３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種（６か月未満）
（保健センター）水１１

療育相談１３時～１３時１５分※１
低体重児健康相談１３時～１３時３０分保健センター２歳３か月児歯科相談

（保健センター）木１２
２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

三歳児健康診査
（関宿保健センター）金１３

土１４
◯外 ＝門倉医院（緯７１２４-５３１１）／◯内 ＝鈴木医院（緯７１２４-５６８３）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４-６６６６）日１５

両親学級Ⅰ③
（保健センター）月１６
三歳児健康診査・５歳児
健康診査（保健センター）火１７

エイズ検査９時～１０時（予約制・匿名・無料）※２
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）

三歳児健康診査
（保健センター）水１８

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）
発達相談１４時～１６時１５分（予約制）谷吉会館１歳６か月児健康診査

（関宿保健センター）木１９
◯外 ＝山崎外科内科（緯７１２２-２３５９）／◯内 ＝中島医院（緯７１２５-８３０８）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４-７８６０）金２０

土２１
◯外 ＝西村クリニック（緯７１２３-００５０）／◯内 ＝花井クリニック（緯７１２３-３９００）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５-１０７０）日２２

両親学級Ⅱ・同窓会
（保健センター）月２３

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）ポリオ
（保健センター）火２４
３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種（６か月未満）
（保健センター）水２５

島会館３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種（６か月未満）
（関宿保健センター）木２６

金２７
土２８

◯外 ＝しばやま整形外科（緯７１２０-５３５５）／◯内 ＝たんぽぽこどもクリニック（緯７１２６-８１１８）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７-１１３５）日２９
月３０
火３１


